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先進地の視察について 

 
１．視察の目的 

先進地における運行システムや提供されるサービス、利用状況、導入後の住民か

らの反響などから、新しい公共交通の導入を検討するための知見を得ることを目的

とする。 
２．視察先 

千葉県内の事例とする。 
３．視察時期 

H21年 11月中旬を予定。 
４．視察候補地として考えられる先進事例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 県内の運行状況 

 ・ 県内 56市町村のうち、33市 13町 1村が地域の公共交通の導入に取り組んでい
る。 

 ・ 導入の目的として、交通空白地域における移動手段の確保、高齢者や障害者等の

社会参加の促進、公共施設等への利便の確保が挙げられる。 

□ 先進事例の絞込み 

 ・ 一宮町の地勢と人口規模は、面積 23.02km2、人口 11,656人（H17年国勢調査）、
人口密度 506人/ km2であることから、同等規模（人口 3万人以下）の地域での
取組みを参考とする。 

 ・ マイクロバスやタクシーなどの小型車両を利用し、利用者の要望に応じた運行を

するデマンド型の公共交通を導入した事例とする。 

□ デマンド型タクシーを導入した２事例 

● 酒々井町 ふれ愛タクシー 
● 芝山町  あいあいタクシー 
特徴 
 ⇒町内全域を運行エリアとしたデマンド型タクシー 
 ⇒町外の（特定の）病院へもアクセス可能 
 ⇒運行時間内にスクールバスとしても運行（酒々井町） 
 ⇒町内と町外の鉄道駅を結ぶマイクロバスも運行（芝山町） 
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５．先進事例の紹介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒々井町 ふれ愛タクシー 

 

 H16 年より、町内全域と町外の２つの病院にも乗り入れし、ルートやダイヤを固定

せず利用者の要望に応じた（デマンド方式）運行をする乗合タクシー。 

 朝夕の時間帯は、スクールバスとして優先的に運行されている。 

利用者は予め利用登録をする必要があり、利用する場合は、利用券の事前購入と利

用の３０分前までに電話で予約をする。 

高齢者等の乗降負担軽減のために電動ステップを取り付けた車両の導入や、ふれ愛

タクシーの周知活動など、様々な利用促進策を講じている。 

 

運賃  ：300 円（町内全域）、 

500 円（町内全域～病院） 

運行日 ：平日 

運行時間：8-17 時 

運行本数：30 分間隔（町内全域） 

1 本/時（町内全域～病院） 

（酒々井町 HPより） 

図 ふれ愛タクシーの利用方法（酒々井町 HPより抜粋） 
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芝山町  

あいあいタクシー 

 

 H16 年から、コースやダイヤなどの運行スケジュールを固定せず利用者の要望に応

じて（デマンド方式）一定の地域内を運行する乗合タクシーの運行を開始。 

 運広範囲は芝山町内全域で、町外の国保多古中央病院へも運行をする。芝山町在住

者が利用可能で事前に利用登録が必要となる。利用する場合、利用の３０分前までに

窓口もしくは電話で予約をする。 

 

運賃：200 円（但し、病院までは 300 円） 

運行日：平日および土曜日 

運行時間：7-16 時（平日）、8-16 時（土曜） 

 

 

（芝山タクシーHPより） 

※ふれあいバス 

 

 H17 年より、芝山千代田駅と JR 松尾駅（山武市松尾町）との間を往復するバスを

運行。福祉センターや役場等の公共施設を縫い合わせるように路線が設定されてい

る。 

 芝山千代田駅では芝山鉄道と、松尾駅では総武 

本線との接続が図られている。 

 

運賃：200 円 

運行本数：6往復/日 

運行時間：6時台～18時台 

（芝山町パンフレットより） 
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参考．千葉県内のコミュニティバス等の導入事例 
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